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５．個別事項（その 14）について 
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 続きまして、「個別事項（その 14）について」を議題といたします。事務局より

資料が提出されておりますので説明をお願いいたします。 

  

 

 はい。医療課長でございます。それでは、続きまして、個別事項（その 14）。 

  

 テーマといたしましては生活習慣病対策となります。中医協資料「総─５」を 

用いまして、ご説明をさせていただきます。 
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 スライド２に、これまでの中医協総会等における主なご意見を紹介させていただ

いてございます。 
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説 明 １．生活習慣病に対する疾病管理について 

 

 

 

 ３ページ目に、本日ご説明する内容の目次を掲載してございます。 

 

 大きく分けまして、１・２・３とございまして、３つの項目でございます。 

 

 それでは、１つ目。「生活習慣病に対する疾病管理について」ということでござい

ます。 
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 ４ページ目から７ページ目まででございますけれども、 

  

 こちらは生活習慣病に係る概要ということをお示ししてございます。 
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 ８ページ目は、医科診療費における生活習慣病の内訳でございますけれども、 

  

 「内分泌、栄養及び代謝疾患」の医療費は全体の７％でございまして、そのうち

糖尿病は大体４％ということでございます。 

 

 循環器系の疾患が全体の 19％でございまして、このうち高血圧性疾患は５％とい

うことでございました。 
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 ９ページ目には、生活習慣関連疾患の年齢階層別の有病率を示してございまして、 

  

 こちら、55歳から 59歳が最多であったことでございます。 

 

 入院医療費につきましては、55 歳から 59 歳におきまして、脳血管障害、虚血性

心疾患、糖尿病の順に医療費が高かったことを示しており、 

  

 入院外医療費に関しましては同じ年齢層でございますけれども、糖尿病、高血圧

症、高脂血症の順に医療費が高かったことをお示ししてございます。 
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 10ページ目でございます。 

 

 脳卒中、それから心臓病などの循環器系の危険因子でございますけど、 

 

疾患の危険因子でございますが、高血圧、脂質異常症、喫煙、糖尿病等がござい

ます。 

 

 これらの因子を適切に管理することで循環器系の疾患を予防することが重要で

あるということをお示しをしてございます。 
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 12ページ目から 17ページ目。 

 

 こちらは生活習慣病に係る評価、診療報酬上の評価の見直しの経緯ということで

ございます。 

 

 特に 12ページ目には、 

 

「生活習慣病指導管理料」というふうに言ってございましたが、平成 14年に創設

されて以降、このような見直しをされているということをお示ししてございます。 
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 13ページ目は生活習慣病対策の推進。 

  

 平成 24年の糖尿病透析予防指導の評価から、 
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こちら 17ページ目まで、 

 

これは令和４年度の改正でございますけれども、 

 

こちらは生活習慣病管理料の評価の見直しのスライドでございます。 
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 それでは、次に 18ページ目から 22ページ目でございますけれども、 

 

生活習慣病管理料の、こちら概要と、それから点数ですね、それと算定状況と 

いうことでございます。 
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 次に、23ページから 27ページ目にお示ししてございますけれども、 

  

 こちらは生活習慣に係る医学管理料等の算定状況でございます。 
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 24ページ目でございますけれども、 

 

これは高血圧患者の外来診療における算定状況。 
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 それから、25ページ目が、糖尿病患者の外来における算定状況。 
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 26ページ目が、脂質異常症患者の外来診療における算定状況で、 

 

これはグラフをご覧いただければわかりますとおり、再診料、外来診療料、 

 

それから、さまざま、その他の管理料などをこのような状況で算定しているとい

うことを示してるものでございます。 
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 28ページ目から 30ページ目が特定疾患療養管理料の概要でございまして、 
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 31ページから 33ページ。 

  

 令和４年度の診療報酬改定におきまして創設されました外来データ提出加算の

概要。 
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 そして、データ提出項目、そのスケジュールをお示ししてございます。 
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 こちら、33ページ目、34ページ目に、 

 

提出スケジュールのイメージをお示ししてございますけれども、 

  

 これが今年の秋以降ということでございまして、 
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 34ページ目にお示ししてますけれども、 

 

下の赤枠で囲ってございますけれども、 

10月から算定していただいているのは 20施設ということでございます。 

 

 今後、増えることが期待をしているところでございます。 
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 35ページ目。 

 

 こちらは外来データ提出加算に係る対応といたしまして、説明会を行っていると

いうこともお示ししてございます。 
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 次に、１－２．書面交付と医療ＤＸについて。ということでございます。 
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 37ページ目。 

 

 生活習慣病管理料の算定について困難なことといたしまして、 

 

療養計画書を作成し、患者さんに対して丁寧に説明の上、当該計画書に署名を受

けることが、 

  

 これが困難であるという理由が最も多いということでございます。 
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 具体が 38ページに、これが療養計画書となってございます。 
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 39ページ目から 41ページ。 

 

こちらは改正医療法による書面交付に係る内容でございます。 

 

 慢性疾患を有する高齢者等に対しましては、求めがあった場合には、書面を通じ

て適切な説明が行われるよう努めなければならないというふうにされてございま

す。 
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 42 ページ目から 44 ページ目は医療ＤＸについて、お示しをしているものでござ

います。 

 

 45ページ目まで進みます。 
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 こちらは、令和７年度から患者サマリーの運用が開始される予定というふうに 

聞いてございまして、 
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 46ページ目が患者サマリーのイメージでございますけれども、 

  

 傷病名、療養上の計画、アドバイス、服薬情報などが内容として含まれることが

想定されているところでございます。 
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 48ページ。 

 

 こちらは「救急時に有用な検査情報及び生活習慣病関連の検査情報」というふう

になってるものでございます。 
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 49ページ目。 

 

 こちらは生活習慣病管理料における療養計画書の各項目となってございます。 

 

 このうち、先ほどの 48ページ目にお示しした血液検査項目等につきましては、 

  

 医療ＤＸにより電子カルテ情報共有サービスでの閲覧が、これは令和７年度に 

可能となる、そのような整備予定ということでございます。 
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 50ページ。 

  

 治療継続について、アドヒアランス・コンコーダンスといった考え方が導入され

ておりまして、 

  

 治療に係る情報につきまして、医師と患者さんが共通の理解を持つ重要性が示さ

れているところでございます。 

 

 紙媒体等の資材でわかりやすく提供することも手法として示されてございます。 
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 次、51ページ目でございます。 

 

 こちらは疾病管理に係る評価における書面交付の規定について整理をしたもの

でございます。 

 

 書面交付を求めているのは、 

 

・小児かかりつけ診療料と 

・生活習慣病管理料 

 

となってございます。 
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 次、１－３でございます。 

 

 疾病管理、これは「受診頻度とリフィル処方箋等について」ということでお示し

をしたいと考えております。 
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 53ページ。 

  

 高血圧、糖尿病、そして脂質異常症を主病とする患者さんにおける再診料、外来

診療料でございますけれども、 

 

３カ月間に１から２度、受診するという患者さんが２から３％いらっしゃいます。 
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 54ページから 55ページ。 

 

 こちらは内服薬の処方日数などについて、お示しをしてございます。 

  

 これは、そうですね、55ページをご覧いただきますと、 
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 令和元年度からＲ２年度で減ったこと。 

  

 そのあとは伸びていることなどがご覧いただけるかというふうに思います。 
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 それから、すいません、戻りまして、54ページでございますけれども、 

 

ここでも令和元年度から令和２年度に関しまして、こちら、伸びているというこ

とをお示しできてるかと思います。 

 

 それでは、ページ進みます。 
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 56ページでございますけれども、 

 

主傷病名別の 30日以上の処方箋の発行回数でございます。 

 

 疾患といたしましては、高血圧性の疾患、脂質異常症、糖尿病などが多いと。 

 

生活習慣病が多いという結果でございました。 
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 57ページ、58ページ。 

  

 こちらはリフィル処方箋が発行された疾患につきまして、 

 

他の疾患と比べまして生活習慣病が多いということをお示しするものでござい

ます。 
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 60ページ目でございます。 

 

 リフィル処方箋につきましては、いわゆる骨太の方針を踏まえまして、 

 

医療機関と都道府県、保険者の必要な取組の検討、実施を通じて、その活用を 

進めていくというふうにされているところでございます。 
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 次、１－４でございます。 

 

 「病管理におけるエビデンスについて」でございます。 
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 62ページ目には、高血圧、糖尿病、脂質異常症に係る診療ガイドラインにおきま

して、 

  

 生活習慣の指導の重要性ということが示されていることをお示ししてございま

す。 
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 63ページ目からは、 

 

各診療ガイドラインにおける生活習慣の指導に係る内容でございまして、 

  

 例えば、高血圧の治療ガイドラインにおきましては、 

 

減塩、食事パターン、適正体重の維持、運動、節酒、禁煙といった生活習慣の 

指導を行うことが推奨されてございます。 
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 64ページ目、65ページ目。 

 

 こちらは糖尿病の診療ガイドラインでございますが、 

 

食事療法および運動療法について詳細な推奨が示されてございます。 

 

 64ページ目にございますとおり、管理栄養士による指導が有効であるとされてい

るところでございます。 
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 66ページ、67ページ。 

 

 こちらは動脈硬化性疾患の予防ガイドラインにおきましては、 

 

禁煙、飲酒、食事療法、運動療法等の生活習慣改善に係る詳細な推奨がされてい

るところでございます。 
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 68ページ目、69ページ目。 

 

 こちらは血糖自己測定器やプログラム医療機器が開発され、臨床で活用可能と 

なっている、 

  

 こういった新しい技術も導入されているということを示しております。 
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説 明 ２．多職種連携・医科歯科連携について 

 

 

  

 それでは、次に進ませていただきまして、 

  

 「多職種連携・医科歯科連携について」でございます。 
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 71ページ目でございます。 

 

 診療所における職員配置の状況でございます。 

 

 無床診療所におきましては、看護職員と事務職員以外があまり配置されてないと

いうことを示しており、 
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 72ページ目には、 

 

生活習慣病管理料における総合的な治療管理の実施におきまして、医師と連携し

ている職種としては看護師が最多だったことを示しております。 

 

 糖尿病を主病としている患者さんに対する管理栄養士による栄養指導を実施し

ておりますのは、36.3％だったということでございます。 

 

 また、栄養指導を実施している管理栄養士の所属としては自院とするものが最多

でございました。 
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 73ページから 74ページ。 

  

 外来栄養食事指導料の概要、 
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 そしてまた、その算定状況でございます。 
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 75ページ目は、こちらは栄養ケア・ステーションと診療所の連携についてお示し

する資料でございまして、 
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 76ページ目。 

 

 こちらは高血圧症や糖尿病等におきましては、多職種による療養指導の重要性に

ついてガイドライン等で示されており、 

  

 関係学会による研修や認定の制度が設けられているところでございます。 
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 77ページ目。 

 

 糖尿病や、これ慢性腎臓病、ＣＫＤというふうに言うことがございますけれども、 

  

 この外来診療におきましては、多職種が連携して必要な療養指導を実施している

実態。 
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 78ページ目には在宅療養指導料の概要をお示ししてございます。 
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 79ページ目から 80ページ目。 

 

 こちらは外来における療養支援の質の向上に向けた取組がなされていることの

例をお示しするものでございまして、 

  

 外来におきまして、重症化予防や療養支援等を行う看護職員が研修受講の機会が

限られているものの、 

 

在宅療養支援に係る研修を受講した看護職員の外来における療養支援の理解等

が深まっていたということをお示ししてございます。 
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 81ページ目から 85ページ目でございます。 

 

 これは医科歯科連携に係る糖尿病と歯周病に係るエビデンスとなってございま

す。 

 

 特に、この 81 ページ目のエビデンスは非常に有名なエビデンスかというふうに

承知をしてございます。 

 

 糖尿病の患者さんに対する歯周病等の治療に関しましては、感染のリスクの高さ

を踏まえた治療や血糖コントロールをはじめとした状態把握等が非常に重要でご

ざいまして、 

  

 糖尿病担当医との連携が重要であるというふうにされているところでございま

す。それでは、ページ進みます。 
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説 明 ３．慢性腎臓病に係る対応について 

 

 

  

 ３つ目の項目でございます。 

 

 「慢性腎臓病に係る対応について」ということでございます。 
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 87ページ目。 

 

 こちらは慢性透析患者数と有病率でございますけれども、 

  

 こちらは経年的に増加をしていることをお示ししてございます。 
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 88ページ目は、 

 

腎疾患対策検討会報告書におきまして、新規透析導入患者さんの原因疾患として

は糖尿病性腎症は最多であるものの、 

  

 主に高血圧や加齢により発症する腎硬化症の割合が近年、増加傾向にあることが

言われてございます。 

 

 また、国および地方公共団体が新規透析導入患者数の原因疾患への対応としまし

て、 

  

 糖尿病対策とあわせまして、高血圧、脂質異常症等の生活習慣病対策を引き続き

推進するということが示されているところでございます。 
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 89ページ。 

  

 糖尿病透析予防指導管理料の概要でございます。 
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 91ページ目にお進みいただきまして、 
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 非糖尿病患者さんも糖尿病の患者さんと同様に、 

 

多職種による介入の結果、腎機能の低下が有意に抑制されたという結果がお示し

してございます。 
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 92ページ。 

  

 ステージ３以降の慢性腎臓病の患者さんに対しまして、多職種による介入を行っ

たところ、 

 

いずれのステージにおきましても腎機能の低下を有意に抑制されるという研究

結果があることをお示ししてございます。 
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 93ページ目は、 

 

慢性腎臓病の患者さんに対する多職種による介入におきましては、介入開始後、 

早期に特に大きな効果を得られるとする。 

  

 こういった報告もあるところでございます。 
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説 明 ４．課題と論点 

 

  

 

 それでは、課題と論点に進ませていただきます。 
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 課題は先ほど縷々ご説明したとおりでございまして、論点でございます。 
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 大きく３つございまして、まず１つ目の「生活習慣病に対する疾病管理について」

でございます。 

 

 １つ目の丸でございます。 

 

 「医療ＤＸの推進により」ということでございますけれども、血液検査項目など

を電子カルテ情報共有サービスで閲覧できるようになることを踏まえまして、この

生活習慣病管理料の療養計画書を一定程度簡素化するとともに、改正医療法の内容

を踏まえ患者さんの求めに応じ文書を交付することについてどのように考えるか。 

 

 ２つ目の丸でございます。現在の生活習慣病管理料は、少なくともひと月に１回

以上診療するということが要件とされてございます。 

 

 ただ一方で、お示ししたように、２～３月に一度という診療形態もございますの

で、少なくとも月に１回以上の診療を求める要件ということを見直してはどうか。 
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 ３つ目の丸でございます。こちらはリフィル処方箋の活用を推進するための方策

についてどのように考えるか。としており、 

  

 ４つ目の丸でございます。この生活習慣病管理料が、このガイドライン等を参考

とした総合的な生活習慣病に係る医学的管理を評価したものということでござい

ます。ガイドラインにおきましては、生活習慣の指導について詳細な推奨がなされ

てございます。 

 

 こういったそのガイドラインに沿った診療を推進するための方策についてどの

ように考えるか。 

  

 最後の丸が、こちらは外来提出加算が創設され、今後、その加算を算定する施設

が増えていくだろうということを踏まえまして、データに基づいたこの生活習慣病

対策を推進していくための方策についてどのように考えるか。としているところで

ございます。 

 

 ２つ目の項目。「多職種連携・医科歯科連携」でございます。「より有効な生活習

慣病管理を推進する観点から」ということでございまして、当該管理料につきまし

て多職種連携・医科歯科連携に係る要件を追加することについてどのように考える

か。 

  

 最後の論点でございます。「慢性腎臓病に係る対応について」ということでござい

まして、透析予防の取組に係る評価についてどのように考えるか。 

 

 そしてまた、多職種の介入でございますが、その取組開始後の期間に応じて評価

することについて、どのように考えるか。とさせていただいております。 

 

 事務局からの説明は以上でございます。 

  

 

 はい、ありがとうございました。 
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